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イギリスの EU離脱過程におけるスコットランド議会・政府の影響力とその制約
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一　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
一
月
末
に
イ
ギ
リ（
1
）スは
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
を
離
脱
し
た
。
二
〇
二
一
年
一
二
月
末
に
は
移
行
期
間
の
期
限
を
目
前
に
し
て

Ｅ
Ｕ
と
の
通
商
協
定
を
国
内
法
化
す
る
法
案
（European U

nion

（Future Relations

）Bill

）
が
国
王
裁
可
を
経
て
成
立
し
、
合
意
な
き
離

脱 （no-deal Brexit
）
は
回
避
さ
れ（
2
）た。

　

振
り
返
る
こ
と
四
年
半
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
残
留
／
離
脱
を
問
う
国
民
投
票
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
六
二
％

の
投
票
者
が
残
留
を
選
択
し
た
。
こ
う
し
た
世
論
の
加
勢
も
受
け
、
Ｅ
Ｕ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
継
続
、
少
な
く
と
も
単
一
市
場
・
関
税
同

盟
残
留
の
立
場
を
と
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
＝the Scottish N

ational Party 

以
下
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
率
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
、

様
々
な
方
策
を
駆
使
し
て
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
成
り
行
き
に
軌
道
修
正
を
加
え
る
こ
と
を
模
索
し
て
き（
3
）た。

　

本
稿
の
前
半
部
は
、
主
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
ニ
コ
ラ
・
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
（N

icola M
cEw

en

）
に
よ
る
論
考
の
分
析
枠
組
み
に
依

拠
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
・
政
府
が
ど
の
よ
う
な
権
限
に
も
と
づ
い
て
Ｅ
Ｕ
離
脱
過
程
に
影
響
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
の
か
、
そ
し

て
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
制
約
が
存
在
し
た
の
か
検
討
す
る
。

　

そ
の
あ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
っ
て
、
中
央
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
権
限
移
譲
に
対
す
る

認
識
の
齟
齬
が
露
呈
し
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
。
権
限
移
譲
に
対
す
る
認
識
の
違
い
は
移
譲
権
限
を
め
ぐ
る
政
争
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
第
四
節
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
選
挙
結
果
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
独
立
を
め
ぐ
る
直
近
の
世
論
調
査
に
も
依
拠
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
住
民
投
票
の
再
実
施
に
関
し
て
も
考

察
す
る
。
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二　

政
府
間
関
係
の
権
力
力
学
と
そ
の
制
約

　

地
域
政
治
研
究
者
で
あ
る
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
ニ
コ
ラ
・
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
は
、

「
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
交
渉

―
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
府
間
関
係
の
権
力
力
学
」
と

題
さ
れ
た
論
考
の
中
で
、
政
府
間
関
係
の
権
力
力
学
（pow

er dynam
ics

）
を
図

１
の
よ
う
に
図
示
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
の
提
示
し
た
政
府
間

関
係
の
権
力
力
学
の
関
係
図
に
依
拠
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
あ
る
い
は
議

会
が
い
か
に
し
て
国
制
的
権
力
・
手
続
き
的
権
力
・
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
用
い
て
、

ど
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
プ
ロ
セ
ス
に
自
身
の
選
好
を
反
映
さ
せ
よ
う

と
し
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ（
4
）る。

㈠　

国
制
的
権
力

　

政
府
間
関
係
の
権
力
力
学
は
、
ま
ず
国
制
的
権
力
（
権
限
）（constitutional 

pow
er

）
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
国
制
的
権
力
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
・
政
府
と

相
対
的
な
地
域
議
会
・
政
府
の
権
限
に
関
わ
り
、
自
治
権
と
地
域
機
関
の
同
意
・

拒
否
権
を
介
し
た
地
域
議
会
・
政
府
と
中
央
議
会
・
政
府
と
の
共
同
決
定
権
か
ら

成（
5
）る。

　

Ｅ
Ｕ
離
脱
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
「
主
権
を
取
り
戻
す
」（take back control

）

図１　政府間関係（intergovernmental relations）の権力力学

国制的権力

手続き的権力

ソフトパワー

効果

・ 地域の選好が国家レベルの
決定に反映される

・ 地域の選好が国家レベルの
決定に時に反映される

・ 地域の選好が国家レベルで
の決定に稀に反映される／
反映されない

出典： McEwen, Nicola, “Negotiating Brexit: Power Dynamics in British Intergovernmental 
Relations”, Regional Studies, https://doi.org/10.1080/00343404.2020.1735000, p. 3, Figure 1.
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と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
声
高
に
主
張
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
と
も
な
っ
た
国
内
法
制
定
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
法
の
権
限
下
に
あ
っ
た

権
限
が
「
ど
こ
」
に
戻
っ
て
く
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
が
生
じ
て
い
る
。

　

一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
立
法
的
権
限
が
移
譲
さ
れ
て
か
ら
二
〇
年
余
り
の
間
に
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
法
修
正
に
よ
り
移
譲
権
限
の
拡
張
・
深
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
き（
6
）た。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
と
Ｅ
Ｕ
再
加
盟
の

た
め
に
Ｅ
Ｕ
法
体
系
（acquis com

m
unautaire

）
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
た（
7
）め、

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
後
、
従
前

Ｅ
Ｕ
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
移
譲
権
限
事
項
に
関
す
る
法
制
定
権
限
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
帰
属
す
る
と
い
う
見
解
を
固
辞

し
て
き
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
は
成
典
憲
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
政
府
間
関
係
の
取
り
決
め
に
は
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お（
8
）り、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
制
定
以
降
、
中
央
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
あ
い
だ
で
留
保
／
移
譲
権
限
の
境
界
に

対
す
る
認
識
に
不
一
致
が
生
じ
た
場
合
に
援
用
さ
れ
て
き
た
の
は
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
（the Sew

el Convention

）
で
あ
る
。

　

ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
制
定
に
関
す
る
議
論
の
な
か
で
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会

の
同
意
な
し
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
移
譲
さ
れ
た
権
限
事
項
に
関
し
て
通
常
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
が
法
制
化
を
行
わ
な
い
と
い
う
慣
行

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
」
と
述
べ
た
ス
ウ
ェ
ル
卿
の
名
に
由
来
す（
9
）る。

　

ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
中
央
政
府
と
地
方
政
府
に
よ
る
了
解
覚
書
（M

em
orandum

 of U
nderstanding

）
と
内
閣
府
に
よ

る
権
限
移
譲
ガ
イ
ダ
ン
ス
（D

evolution G
uidance N

ote

）
に
依
拠
し
て
運
用
さ
れ
て
き
）
10
（

た
。
そ
れ
に
も
と
づ
け
ば
、
通
例
イ
ギ
リ
ス
議

会
は
権
限
移
譲
事
項
の
範
囲
で
は
法
制
定
を
行
わ
な
い
。
も
し
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
よ
る
法
案
が
、
㈠ 

移
譲
権
限
事
項
に
関
す
る
法
律
を

変
更
す
る
、
㈡
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
法
的
権
限
（legislative com

petence
）
あ
る
い
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
閣
僚
の
行
政
的
権
限

に
変
更
を
加
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
法
的
同
意
覚
書

（Legislative Consent M
em

orandum

）
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
提
出
す
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
覚
書
に
も
と
づ
い
て
法
的
合



イギリスの EU離脱過程におけるスコットランド議会・政府の影響力とその制約

5

意
を
与
え
る
か
否
か
を
審
議
す
）
11
（
る
。

　

二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
関
す
る
法
制
定
を
行
う
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
権
限
に
は
影
響
し
な
い
と
い

う
議
会
主
権
を
確
認
し
た
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
セ
ク
シ
ョ
ン
二
八
㈦
に
続
け
て
、「
し
か
し
な
が
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
の
同
意
な
し
に
、
通
常
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
権
限
移
譲
事
項
に
関
す
る
法
制
定
を
行
わ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
条
項
が
加
え

ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
法
的
地
位
（statutory footing

）
を
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

二
〇
一
四
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
の
直
前
に
、
イ
ギ
リ
ス
主
要

三
政
党
党
首
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
の
誓
約
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
提
言
を
反
映
し
て
い
る
。

　

Institution for G
overnm

ent
（
以
下
Ｉ
ｆ
Ｇ
）
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
国
民
投
票
以
前
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
イ
ギ
リ
ス
議
会

に
よ
る
法
案
に
対
し
て
法
的
同
意
を
与
え
な
い
決
議
を
し
た
の
は
一
度
だ
け
だ
）
12
（
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
プ
ロ
セ
ス
で
留
保
／
移
譲
権

限
の
境
界
を
め
ぐ
り
中
央
と
地
域
政
府
の
あ
い
だ
で
対
立
が
度
々
生
じ
て
お
り
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
存
立
が
問
わ
れ
て
い
る
。
Ｉ
ｆ

Ｇ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
限
界
は
以
下
の
四
事
例
で
露
呈
し
）
13
（

た
。

1　

ミ
ラ
ー
裁
判
判
決

　

一
つ
目
は
い
わ
ゆ
る
ミ
ラ
ー
裁
判
（the M

iller Case

）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
議
会
の
承
認
な
く
国
王
大
権
を
行
使
し

て
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
〇
条
の
通
知
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
裁
判
で
あ
る
。

　

二
〇
一
六
年
一
一
月
に
高
等
法
院
が
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
〇
条
の
通
知
に
は
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
判
決
を
下
し
た
の
を
受
け
、
Ｅ

Ｕ
脱
退
を
外
交
事
項
と
み
な
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
判
決
を
不
服
と
し
て
最
高
裁
に
上
告
し
た
。
最
高
裁
で
も
議
会
の
承
認
が
必
要

で
あ
る
と
の
判
決
が
下
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
脱
退
通
知
）
法
案
（the European U

nion 

（N
otification of W

ithdraw
al

） Bill

）
を
提
出
し
、
国
会
で
の
可
決
・
国
王
裁
可
を
経
て
、
二
〇
一
七
年
三
月
二
八
日
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
Ｅ
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Ｕ
か
ら
の
脱
退
通
知
を
行
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
上
告
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
に
は
地
域
議
会
の
同
意
が
必
要
で
あ
る

と
訴
え
る
機
会
が
開
か
れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
代
弁
者
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
司
法
長
官
は
最
高
裁
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

そ
の
主
張
は
、
㈠
Ｅ
Ｕ
脱
退
通
知
に
は
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
Ｅ
Ｕ
脱
退
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
法
だ
け
で
な
く
、
一
九
九
八
年
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
も
影
響
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
法
は
移
譲
権
限
と
関
連
し
あ
っ
て
い
る
の
で
、
㈡
Ｅ
Ｕ
脱
退
を
規
定

す
る
法
律
は
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
と
い
う
の
も
従
来
ス

ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
運
用
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
よ
る
法
制
定
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
移
譲
権
限
の
範
囲

に
影
響
を
与
え
る
場
合
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
同
意
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
）
14
（
る
。

　

最
高
裁
は
以
下
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
司
法
判
断
の
対
象
に
は
適
さ
ず
、
そ
の
運
用
と
適
用
範
囲
に
つ
い
て

は
政
治
界
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
判
断
を
下
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
議
会
は
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
を
法
廷
に
よ
っ
て
解
釈
、
ま
し
て
や
執
行
さ
れ
る
ル
ー
ル
へ
と
転
換
を
図
っ
た
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
い
わ
ば
政
治
的
慣
行
と
し
て
の
慣
行
の
実
態
（for w

hat it is

）
を
認
め
て
、
事
実
上
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が

権
限
移
譲
の
取
り
決
め
の
恒
久
的
な
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
慣
行
の
法
的
承
認
の
目
的
は
そ
れ
を
慣
行
と
し
て
確
立
す

る
こ
と
で
あ
）
15
（

る
。

　

マ
ク
ハ
ー
グ
ら
は
こ
う
し
た
判
決
に
対
し
て
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
依
拠
し
た
国
制
は
国
制
に
対
す
る
適
当
な
ふ
る
ま
い
に
関
し
て

高
度
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
要
求
し
、
そ
う
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
欠
く
場
合
に
は
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
自
体
が
政
治
的
論
争
の
場
に
な

る
と
述
べ
て
い
）
16
（

る
。
実
際
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
関
す
る
三
つ
の
法
制
過
程
で
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
政
治
的
な
論
争
点
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と
な
っ
た
。

2　

二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法

　

ま
ず
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
制
約
は
、
二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
制
定
（European U

nion 

（W
ithdraw

al

） Act 2018

）

に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
の
目
的
は
、
㈠
Ｅ
Ｕ
離
脱
時
点
の
Ｅ
Ｕ
法
を
い
わ
ば
「
転
写
」
し
て
国
内
法
に

転
換
す
る
こ
と
、
㈡
維
持
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
法
（retained EU

 law
s

）
を
イ
ギ
リ
ス
国
内
向
け
に
修
正
す
る
二
次
立
法
権
限
を
閣
僚
に
与
え
る

こ
と
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
離
脱
法
案
に
関
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
法
的
合
意
覚
書
を
提
出
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
法
的
合
意
を
与
え
な
い
よ

う
推
奨
し
、
二
〇
一
八
年
五
月
一
五
日
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
は
九
三
対
三
〇
の
票
数
を
も
っ
て
法
的
同
意
を
与
え
な
い
決
定
が
な
さ

れ
）
17
（
た
。
こ
の
決
定
は
そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
立
場
の
対
照
性
に
求
め
ら
れ
る
と
も

い
え
る
が
、
法
案
で
特
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
案
条
項
一
一
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
時
点
で
、
い
わ

ば
コ
ピ
ー
ペ
ー
ス
ト
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
法
の
う
ち
い
ず
れ
の
法
が
移
譲
権
限
に
関
わ
る
の
か
を
イ
ギ
リ
ス
議
会
・
政
府
が
一
方
的
に
決
定
で
き
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
維
持
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
法
の
変
更
を
行
う
権
限
は
な
い
と
す
る
条
項
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
条
項
は
政
府
間
閣
僚
会
議
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
閣
僚
が
二
次
立
法
に
よ
っ
て
地
域
議
会
の
権
限
を
保
留
す
る
権
限
を
有
す

る
が
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
以
前
に
地
域
議
会
が
有
す
る
移
譲
権
限
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
後
も
地
域
議
会
に
帰
属
す
る
こ
と
を
デ
フ
ォ
ル
ト
と
す
る
と
い
う

規
定
に
修
正
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
修
正
を
受
け
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
政
府
は
二
〇
一
八
年
五
月
に
法
的
合
意
を
与
え
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
条
項
一
一
自
体
の
撤

廃
を
求
め
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
動
議
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
以
外

の
投
票
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
合
意
法
案
に
法
的
合
意
を
与
え
な
い
こ
と
が
決
定
し
）
18
（
た
。
そ
れ
で
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
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か
ら
の
法
的
合
意
な
し
に
、
同
法
案
は
二
〇
一
八
年
六
月
二
六
日
国
王
裁
可
を
得
て
成
立
し
た
。

　

改
め
て
述
べ
る
と
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
同
意
な
し
に
、
通
常
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
権
限
移

譲
事
項
に
関
す
る
法
制
定
を
行
わ
な
い
」
と
す
る
習
律
で
あ
る
。
係
争
点
に
な
っ
て
い
る
の
は
、「
通
常
は
し
な
い
」（not norm

ally

）
と

い
う
文
言
の
解
釈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
選
出
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
議
員
で
あ
る
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
チ
ェ
リ
ー
は
議
会
答
弁
で
、
ス
ウ
ェ

ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
本
義
は
自
治
の
保
障
で
あ
り
、
そ
れ
は
ル
ー
ル
で
あ
っ
て
、
ル
ー
ル
の
例
外
は
移
譲
権
限
の
濫
用
が
あ
る
場

合
等
を
除
い
て
適
用
さ
れ
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
）
19
（
る
。
対
し
て
、
二
〇
一
八
年
六
月
一
四
日
の
議
事
録
か
ら
読

み
取
れ
る
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
相
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
ン
デ
ル
は
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
文
言
が
「
決
し
て
し

な
い
」
や
「
全
く
し
な
い
」
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
「
通
常
で
は
な
い
」
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
だ
ろ
う

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
）
20
（
る
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
い
う
「
例
外
状
態
」
で
決
定
権
を
有
す
る
主
権
者
は
イ
ギ
リ
ス
議
会

だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

3　

Ｅ
Ｕ
法
継
続
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
案

　

Ｉ
ｆ
Ｇ
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
制
約
が
明
ら
か
に
な
っ
た
三
例
目
は
、
Ｅ
Ｕ
法
継
続
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
案

（the U
K W

ithdraw
al from

 the European U
nion 

（Legal Continuity

） （Scotland

） Bill

）
に
関
連
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
離

脱
法
案
導
入
か
ら
制
定
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
後
も
移
譲
権
限
に
関
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
二
月
二
七
日
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
Ｅ
Ｕ
法
継
続
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
案
を
提
出
し
、
三
月
に
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
九
五
対
三
二
票
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
法
案
は
国
王
裁
可
を
与
え
ら
れ
る
前
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
法
務
官
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法

セ
ク
シ
ョ
ン
三
三
を
根
拠
に
法
案
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
の
範
疇
に
あ
る
の
か
否
か
が
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ス



イギリスの EU離脱過程におけるスコットランド議会・政府の影響力とその制約

9

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
よ
る
法
律
が
最
高
裁
で
争
わ
れ
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

最
高
裁
は
、
Ｅ
Ｕ
法
を
修
正
す
る
中
央
政
府
閣
僚
に
よ
る
二
次
立
法
に
つ
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
閣
僚
の
合
意
を
要
求
す
る
Ｅ
Ｕ

法
継
続
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
案
第
一
七
条
が
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
権
限
を
保
持
す
る
こ
と

を
規
定
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
セ
ク
シ
ョ
ン
二
八
㈦
に
反
す
る
と
判
断
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
法
案
に
つ
い
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
で
可
決
さ
れ
た
時
点
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
内
に
あ
る
と
い
う
判
断
を
下
し
た
。
た
だ
し
、
最
高
裁
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

た
二
〇
一
八
年
一
二
月
に
は
、
す
で
に
二
〇
一
八
年
六
月
二
六
日
に
国
王
裁
可
を
経
て
二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
が
成
立
し
て
お
り
、
同

法
が
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
四
の
規
定
を
改
正
し
、
二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
の
規
定
に
よ
ら
ず
に
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
議
会
が
二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
規
定
を
設
け
た
た
め
、
Ｅ
Ｕ
法
継
続
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

法
案
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
外
に
あ
る
と
結
論
づ
け
）
21
（
た
。

4　

二
〇
二
〇
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法

　

続
い
て
、
二
〇
二
〇
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法
（European U

nion 

（W
ithdraw

al Agreem
ent

） Act 2020

）
制
定
過
程
で
も
ス
ウ
ェ
ル
・
コ

ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
制
約
が
明
る
み
と
な
っ
た
。
同
法
の
簡
単
な
制
定
背
景
を
述
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

テ
リ
ー
ザ
・
メ
イ
首
相
在
任
期
間
中
に
Ｅ
Ｕ
と
の
離
脱
交
渉
案
は
下
院
で
複
数
回
否
決
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
六
月
に
メ
イ
首
相
が
退
任

し
、
代
わ
っ
て
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
首
相
に
就
任
し
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
七
日
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
Ｅ
Ｕ
理
事
会
と
の
あ
い
だ

で
離
脱
合
意
が
締
結
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
内
閣
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
案
を
議
会
に
提
出
し
、
そ
れ
は
第
二
読
会
で
は
賛
成
多
数
を
得
た
も

の
の
、
あ
ま
り
に
拙
速
な
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
一
一
〇
頁
を
超
す
法
案
の
審
議
を
こ
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
否

決
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
内
閣
は
総
辞
職
し
、
自
由
民
主
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
共
同
で
提
出
し
た
法
案
（Early 

Parliam
entary G

eneral Election Act 2019

）
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
二
日
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
選
挙
の
結



法学政治学論究　第129号（2021.6）

10

果
、
保
守
党
が
前
回
か
ら
四
七
議
席
増
の
三
六
五
議
席
を
獲
得
し
、
一
二
月
一
九
日
に
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、
法

案
は
二
〇
二
〇
年
一
月
二
三
日
に
国
王
裁
可
を
経
て
成
立
し
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
は
二
〇
二
〇
年
一
月
初
旬
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
以
外
の
賛
成
票
（
九
二
対
二
九
票
）
に
よ
っ
て
、
同

法
案
に
法
的
合
意
を
与
え
な
い
動
議
は
可
決
さ
れ
）
22
（
た
。
そ
れ
で
も
、
二
〇
二
〇
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法
案
は
二
〇
二
〇
年
一
月
二
三
日
に
国

王
裁
可
を
経
て
成
立
し
た
。
ち
な
み
に
、
同
法
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
す
べ
て
が
法

的
合
意
な
し
で
制
定
さ
れ
た
初
め
て
の
法
律
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
制
定
時
と
同
様
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
三
日
に
当
時
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
公
領
相
で
あ
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
ヴ

は
、「
二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
を
受
け
て
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
る
と
い
う
状
況
は
、
ノ
ー
マ
ル
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
特
異
で
あ
る

（unique

）」
と
述
べ
、
二
〇
二
〇
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法
制
定
は
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
反
し
て
い
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し

て
い
）
23
（
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
っ
て
移
譲
権
限
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
中
央
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
対
立
が

た
び
た
び
生
じ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
・
政
府
は
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
を
足
掛
か
り
に
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
と
も
な
う
国
内
法
制

定
に
影
響
を
お
よ
ぼ
そ
う
と
試
み
た
が
、
そ
れ
は
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

㈡　

手
続
き
的
権
力

　

続
い
て
、
手
続
き
的
権
力
で
あ
る
。
手
続
き
的
権
力
（procedural pow

er

）
は
政
府
間
相
互
関
係
を
規
定
す
る
制
度
的
プ
ロ
セ
ス
に
関

わ
り
、
具
体
例
と
し
て
政
府
間
合
同
閣
僚
委
員
会
が
挙
げ
ら
れ
）
24
（
る
。
委
員
会
は
公
式
／
非
公
式
、
定
期
／
不
定
期
な
も
の
に
類
別
さ
れ
、

公
式
で
定
期
的
な
委
員
会
は
地
域
政
府
の
手
続
き
的
権
力
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
す
る
。
対
し
て
、
委
員
会
が
非
公
式
で
ア
ド
・
ホ
ッ
ク

で
あ
れ
ば
、
決
定
に
反
映
さ
れ
る
中
央
政
府
の
意
向
が
大
き
く
な
る
。
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了
解
覚
書
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
合
同
閣
僚
委
員
会
に
は
移
譲
権
限
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
留
保
権
限
と
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

検
討
し
た
り
、
中
央
と
地
域
政
府
間
の
論
争
を
斟
酌
し
た
り
す
る
目
的
が
あ
）
25
（

る
。

　

Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
に
特
化
し
た
合
同
閣
僚
委
員
会
（Joint M

inisterial Com
m
ittee （EU

 N
egotiations

） 

以
下
Ｊ
Ｍ
Ｃ
（
Ｅ
Ｎ
））
は
二
〇
一
六

年
一
〇
月
に
設
置
さ
れ
た
。
以
降
、
Ｊ
Ｍ
Ｃ
（
Ｅ
Ｎ
）
は
二
〇
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
合
同
閣
僚
委
員
会
に
は
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
ら

が
指
摘
す
る
よ
う
に
以
下
の
よ
う
な
欠
点
が
あ
）
26
（

る
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
七
年
三
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
委
員
会
が
開
か
れ
な
い
な
ど
、
Ｊ
Ｍ
Ｃ
（
Ｅ
Ｎ
）
の
開
催
が
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と

を
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
開
催
の
決
定
は
中
央
政
府
に
あ
り
、
不
開
催
理
由
の
説
明
義
務
は
な
い
。
会
議
内
容
に
つ
い
て
も
会
議
録

や
年
次
報
告
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
た
め
、
会
議
の
透
明
性
は
低
く
、
議
会
や
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
さ
ら
に
、
地
域
政
府
の
閣
僚
か
ら
は
、
会
議
が
非
生
産
的
で
無
意
味
だ
と
い
う
批
判
も
聞
か
れ
た
よ
う
に
、
委
員
会
は
討
議
を

経
た
合
意
と
い
う
よ
り
も
既
存
の
意
見
を
確
認
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
欠
点
は
、
執
行
機
関
で
は
な
く
諮
問
機
関
で
あ
り
、

政
府
間
の
共
同
決
定
を
探
る
が
そ
れ
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
委
員
会
の
立
ち
位
置
に
起
因
す
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
欠
点
は
あ
る
も
の
の
、
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
は
合
同
閣
僚
会
議
と
い
う
地
域
政
府
の
手
続
き
的
権
力
に
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
関

連
国
内
法
制
定
に
お
い
て
は
一
定
の
影
響
力
が
あ
っ
た
と
す
）
27
（

る
。
そ
う
し
た
評
価
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｃ
（
Ｅ
Ｎ
）
に
お
け
る
交
渉
を
経
て
、
先
述

し
た
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
案
条
項
一
一
の
修
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
条
項
一
一
自
体
の
撤
廃
を
求
め
て
い

た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
意
向
が
完
全
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
と
は
異
な
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
案
に
法
的
同
意
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
と
め
る
と
、
合
同
閣
僚
委
員
会
を
通
し
て
地
域
政
府
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
関
連
国
内
法
制
定
に
一
定
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
が
、
不
定
期

的
で
非
公
式
で
あ
り
諮
問
機
関
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
い
う
委
員
会
の
特
性
か
）
28
（

ら
、
地
域
政
府
は
中
央
政
府
の
譲
歩
を
引
き
出
す
こ
と

は
で
き
て
も
、
自
身
の
意
向
を
大
き
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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㈢　

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

　

政
府
間
関
係
の
力
学
を
規
定
す
る
三
つ
目
の
権
力
は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
で
あ
る
。
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
地
位
や
利
益
に
対

す
る
説
得
や
魅
力
に
よ
っ
て
他
者
の
選
好
を
形
成
す
る
ア
ク
タ
ー
の
能
力
で
あ
る
と
定
め
）
29
（

る
。

　

マ
キ
ュ
ー
エ
ン
が
例
示
す
る
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
一
つ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
政
府
の
協
同
関
係
で
あ
る
。
政
府
間

関
係
に
は
中
央
政
府
と
地
域
政
府
の
垂
直
的
な
関
係
と
地
域
政
府
間
の
水
平
的
な
関
係
が
あ
り
、
例
え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
首
席
大
臣
の

ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
首
席
大
臣
の
カ
ー
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
案
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
共
同
声
明
（joint statem

ent

）
の
作
成
は
後
者
の
関
係
に
含
ま
れ
）
30
（

る
。
た
だ
、
こ
う
し

た
地
域
政
府
間
の
関
係
は
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
影
響
力
が
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
地
域
ご
と
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
に
関
す
る
世
論
や
政
府
の
権
限
移
譲
や
独
立
に
対
す
る
立
場
の
違
い
に
起
因
す
る
と
い
え
）
31
（
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
六
二
％
が
Ｅ
Ｕ
残
留
票
を
投
じ
た
の
に
対
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
投
票
率
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
五

二
・
五
％
よ
り
も
高
い
五
三
・
四
％
で
あ
っ
た
。
政
党
勢
力
図
に
関
し
て
も
、
二
〇
一
九
年
総
選
挙
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ

の
議
席
数
が
増
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
議
席
を
減
ら
し
た
の
に
対
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
労
働
党
が
前
回
か
ら
六
議
席
減
ら
し

二
二
議
席
、
保
守
党
は
前
回
か
ら
六
議
席
プ
ラ
ス
の
一
四
議
席
、
プ
ラ
イ
ド
・
カ
ム
リ
が
前
回
と
同
数
の
四
議
席
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
労
働
党
政
権
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
と
は
異
な
り
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
の
立
場
を
と
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
で
は
な
く
移
譲
権
限
の

保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
治
的
背
景
も
あ
り
、
上
述
し
た
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
案
に
法
的
同
意

を
与
え
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
は
最
終
的
に
法
的
合
意
を
与
え
て
い
る
。

　

マ
キ
ュ
ー
エ
ン
は
地
域
政
府
間
の
水
平
的
な
協
同
関
係
の
他
に
、
下
院
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
議
員
の
「
数
」
も
法
制
定
過
程
に
お
け
る
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
影
響
力
を
規
定
す
る
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
で
あ
る
と
し
、
二
〇
一
七
年
総
選
挙
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
議
席
を
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減
ら
し
た
一
方
で
、
長
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
低
迷
し
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
議
席
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
が
喫
緊
の
問
題
で
は
な
く
な
り
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
過
程
の
前
半
に
お
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
治
的
影
響
力
の
低
下
を

も
た
ら
し
た
の
で
な
い
か
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
）
32
（
る
。

　

た
だ
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
総
選
挙
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
議
席
を
減
ら
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
議
席
数
が
回
復
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
議
会
の
法
的
合
意
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
〇
二
〇
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法
が
成
立
し
た
よ
う
に
、
地
域
政
党
の
「
数
」
は
Ｅ
Ｕ
離

脱
関
連
法
案
に
修
正
を
迫
る
よ
う
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

㈣　

小　

括

　

こ
こ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
三
つ
の
権
力
の
う
ち
手
続
き
的
権
力
に
関
し
て
、
地
域
政
府
は
合
同
閣
僚
委
員
会
の
交
渉
を
通
じ
て
中

央
政
府
の
譲
歩
を
一
定
程
度
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
譲
歩
は
地
域
独
自
の
Ｅ
Ｕ
法
継
続
法
案
の
提
出
や
地
域
政

府
間
の
水
平
的
協
同
な
ど
、
国
制
的
権
力
・
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
こ
と
で
よ
う
や
く
も
た
ら
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
確
か
に
中
央
政
府
に
よ
る
一
定
の
譲
歩
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
合
同
閣
僚
委
員
会
は
中
央
政
府
と
地
域
政
府
に
よ
る
合
同

決
定
の
場
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
案
条
項
一
一
の
撤
廃
と
い
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
意
向
が
十
分
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
覚
書
に
も
と
づ
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
法
案
に
法
的
合
意
を
与
え
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
が
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
の
審
議
を
経
て
国
王
裁
可
を
与
え
ら
れ
た
。
同
様
の
過
程
は
二
〇

二
〇
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
制
定
で
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
明
記
さ
れ
た
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
の
同
意
な
し
に
、
通
常
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
権
限
移
譲
事
項
に
関
す
る
法
制
定
を
行
わ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る
習
律
は
、
司

法
判
断
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
ミ
ラ
ー
裁
判
判
決
も
受
け
て
、
議
会
主
権
と
い
う
壁
に
跳
ね
返
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
離
脱
関
連
の
国
内
法
制
に
お
け
る
地
域
議
会
・
政
府
の
有
す
る
影
響
力
の
脆
弱
性
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
独
立
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に
対
す
る
態
度
の
硬
化
を
結
果
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
六
年
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
国
民
投
票
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
残
留

が
多
数
を
占
め
、
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
第
一
党
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
受
け
、
議
会
主
権
と
対

比
さ
れ
る
国
民
主
権
と
い
う
主
権
原
則
に
よ
る
正
当
化
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
住
民
投
票
再
実
施

と
い
う
主
張
を
強
め
て
い
）
33
（
る
。
三
つ
の
権
力
の
脆
弱
性
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
独
立
主
張
へ
の
傾
斜
は
、
不
文
憲
法
と
い
う
イ
ギ
リ

ス
国
制
に
お
け
る
権
限
移
譲
の
あ
り
方
に
起
因
す
る
と
い
え
る
。
以
下
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。

三　

シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
権
限
移
譲

　

再
度
述
べ
る
と
、
二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
六
二
％
の
投
票
者
が
Ｅ
Ｕ
残
留
を
支
持
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

政
府
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
継
続
、
あ
る
い
は
単
一
市
場
と
関
税
同
盟
に
留
ま
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
ス

ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
い
て
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
案
・
離
脱
協
定
法
案
に
Ｅ
Ｕ
法
的
合
意
を
与
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
二
〇
一
八
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
、
二
〇
二
〇
年
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
の
審
議
を
経
て
成
立
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
首
席
大
臣
の
ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｐ
選
出
議
員
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
中
央
集
権
化
や
「
権
限
掌
握
」（pow

er grab

）
だ

と
批
判
す
）
34
（

る
。

　

そ
う
し
た
批
判
的
見
解
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
研
究
者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
著
名
な

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ニ
ー
ル
・
ア
シ
ャ
ー
ソ
ン
は
、「
バ
イ
バ
イ
、
ブ
リ
テ
ン
」
と
い
う
辛
辣
な
タ
イ
ト
ル
の
論
考
で
、
ジ
ョ
ン
ソ

ン
政
権
に
よ
る
ユ
ニ
オ
ン
を
強
化
す
る
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
は
中
央
集
権
化
と
同
義
で
あ
り
、
権
限
移
譲
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
と
い
う
文
脈
で
し

か
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
）
35
（

る
。

　

カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ィ
ン
コ
ッ
ト
も
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
過
程
に
お
い
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
と
カ
ー
デ
ィ
フ
は
傍
観
者
と
い
う
立
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場
に
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
と
し
、
中
央
政
府
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
だ
け
で
な
く
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
か
ら
も
カ
ー
デ
ィ
フ
か
ら
も
「
主
権
を

取
り
戻
す
」
こ
と
を
試
み
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
的
見
解
を
示
し
て
い
）
36
（

る
。

　

こ
う
し
た
連
合
国
家
（union state

）
か
ら
統
合
国
家
（unitary state

）
へ
の
回
帰
と
い
う
批
判
と
は
別
に
、
保
守
党
政
権
は
ユ
ニ
オ
ン

の
護
持
と
い
う
目
的
を
放
棄
し
て
い
る
と
い
う
批
判
的
見
解
も
呈
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
「
保
守
党
と
ユ

ニ
オ
ン
」
と
い
う
論
考
の
な
か
で
、「
保
守
党
は
徐
々
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
他
地
域
に
い

く
つ
か
の
脅
威
を
も
た
ら
す
よ
う
な
別
の
実
体
（separate entity

）
と
み
な
し
て
き
て
い
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
）
37
（
る
。

　

こ
う
し
た
批
判
的
見
解
を
ふ
ま
え
て
、
マ
イ
ケ
ル
・
ケ
ニ
ー
ら
は
保
守
党
議
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
二
〇
一
六
年
七
月
か

ら
二
〇
一
九
年
七
月
ま
で
の
テ
リ
ー
ザ
・
メ
イ
首
相
在
任
期
間
の
保
守
党
議
員
が
抱
え
る
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
性
格
を
探
っ
て
い
）
38
（
る
。
そ
こ

で
彼
ら
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
保
守
党
議
員
が
得
票
の
好
機
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
帰
伏
し
ユ
ニ
オ
ン

維
持
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
軽
ん
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ユ
ニ
オ
ン
の
利
益
を
あ
え
て
主
張
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い

る
）
39
（

が
、
ユ
ニ
オ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
と
は
通
約
不
可
能
な
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
目
的
が
ゆ
え
に
ユ
ニ
オ
ン
の
護
持
と
い

う
言
説
は
内
実
を
欠
く
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
複
数
の
見
解
は
ど
ち
ら
も
妥
当
だ
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
完
遂
と
い
う
目
的
が
ゆ
え
に
、
地
域
議
会
か
ら
の
法
的

合
意
を
取
り
付
け
ず
に
Ｅ
Ｕ
離
脱
関
連
法
案
を
制
定
さ
せ
る
こ
と
を
結
果
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
ユ
ニ
オ
ン
を
二
次
的
な
目
的

だ
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
議
会
主
権
を
盾
に
し
て
法
的
同
意
を
取
り
付
け
ず
に
Ｅ
Ｕ
離
脱

関
連
法
案
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
に
「
権
限
掌
握
」
と
い
う
独
立
住
民
投
票
実
施
正
当
化
の
た
め
の
攻
撃
手
段
を
与
え
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
は
、
サ
ン
ド
フ
ォ
ー
ド
ら
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
権
限
移
譲
」（Schrodinger

’s devolution

）
と

い
う
不
文
憲
法
の
中
の
権
限
移
譲
の
あ
り
方
に
起
因
す
る
と
い
え
）
40
（
る
。「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
権
限
移
譲
」
と
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
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二
〇
年
あ
ま
り
権
限
移
譲
は
あ
っ
て
／
な
い
と
い
う
状
態
、
あ
る
い
は
権
限
移
譲
に
よ
る
自
治
の
進
展
と
議
会
主
権
が
共
存
し
て
き
た
こ

と
を
い
う
。

　

ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
ボ
グ
ダ
ノ
ー
は
、
一
九
九
八
年
の
法
制
定
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
（the Scottish Parliam

ent

）
や
ウ
ェ
ー
ル

ズ
議
会 
（the W

elsh N
ational Assem

bly

）
設
置
の
決
定
か
ら
間
も
な
く
出
版
さ
れ
た
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
権
限
移
譲
』
の
な
か
で
、

い
か
に
し
て
政
治
社
会
の
ま
と
ま
り
を
維
持
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
政
治
科
学
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の

伝
統
的
な
解
答
は
不
可
分
の
中
央
議
会
に
政
治
的
権
威
と
責
任
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
別
の
解
答
も
可
能
で
あ
り
、
そ

れ
が
権
限
移
譲
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
）
41
（

る
。
そ
し
て
、
権
限
移
譲
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
準
連
邦
制
（quasi-federal

）
へ
と
移
行
し
た

と
い
う
見
解
も
示
し
て
い
）
42
（
る
。

　

連
邦
制
は
中
央
と
地
域
の
自
治
と
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
の
共
治
か
ら
な
る
政
体
で
あ
る
と
さ
れ
）
43
（

る
。
共
治
と
は
サ
ブ
国
家
（sub-state

）

政
府
が
中
央
政
府
の
決
定
過
程
に
参
加
し
影
響
力
を
有
す
る
こ
と
を
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
九
九
年
以
降
自
治
の
拡
張
・
深
化
が
も

た
ら
さ
れ
た
。
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
ら
の
言
葉
を
用
い
る
と
「
寛
大
な
自
治
」（perm

issive autonom
y

）
が
進
展
し
て
き
）
44
（
た
。
一
方
で
、
権
力

の
中
心
を
政
体
内
に
複
数
存
在
さ
せ
る
こ
と
は
議
会
主
権
に
反
す
る
た
め
、
共
治
シ
ス
テ
ム
を
法
律
で
規
定
す
る
こ
と
は
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
っ
て
、
地
域
の
立
場
か
ら
は
こ
れ
ま
で
確
立
し
た
と
認
識
さ
れ
て
き
た
自
治
が
議
会
主
権
の
壁
に

跳
ね
返
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ
こ
と
で
、
地
域
政
府
の
「
不
満
」
を
生
み
、
そ
れ
が
独
立
へ
の
主
張
を
強
め
る
結
果
を
生
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
。

　

こ
の
点
、
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
ら
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
憲
法
学
研
究
者
で
あ
る
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
テ
ィ
ア

ニ
ー
は
、
連
邦
制
で
は
な
い
多
重
ネ
イ
シ
ョ
ン
国
家
（plurinational state
）
の
国
制
が
「
外
的
シ
ョ
ッ
ク
」（external shock

）
に
対
し
て

脆
弱
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
予
測
し
て
い
）
45
（

た
。
同
様
に
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
の
公
法
学
研
究
者
で
あ
る
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ラ
フ
リ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
国

制
が
大
改
革
、
あ
る
い
は
「
進
行
性
麻
痺
」（progressive paralysis

）
を
免
れ
、
漸
進
的
な
現
代
化
を
辿
っ
て
き
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
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Ｕ
に
加
盟
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
す
）
46
（
る
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
は
国
制
改
革
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
も
、
配
管
・
配
線
の
複
雑
な
絡
み
合
い
に
よ
る
出
水
や
火
災
の
危
険
性
ゆ

え
に
建
築
物
と
し
て
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
に
大
改
修
の
時
機
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
イ
ギ
リ

ス
国
制
と
の
関
係
を
捉
え
、
配
管
工
事
と
い
う
手
段
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
国
制
の
修
正
は
限
界
に
達
し
て
お
り
、
包
括
的
な
見
直
し
を
す
る

時
機
が
き
て
い
る
と
述
べ
）
47
（

る
。
具
体
的
な
国
制
改
革
案
に
つ
い
て
は
、
閣
僚
会
議
の
定
期
的
な
開
催
は
政
府
間
の
不
均
衡
な
関
係
性
の
補

正
に
は
有
効
で
は
な
い
と
し
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
や
地
域
を
代
表
す
る
上
院
の
設
置
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

　

サ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
住
民
投
票
を
再
実
施
し
て
も
、
そ
こ
で
独
立
が
再
度
否
決
さ
れ
た
場
合
に
は

「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
権
限
移
譲
」
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
）
48
（
い
。
共
治
シ
ス
テ
ム
の
法
的
規
定
や
連
邦
制
へ
の
移
行
を
含
め
、
イ
ギ

リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
今
後
い
か
な
る
イ
ギ
リ
ス
政
体
の
変
容
を
も
た
ら
す
の
か
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
）
49
（
う
。

四　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
住
民
投
票
再
実
施
の
可
能
性

　

繰
り
返
し
述
べ
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
か
ら
二
十
余
年
の
あ
い
だ
に
「
権
限
移
譲
し
て
そ
れ
を
省
み
な
い
」

（devolve and forget

）
と
い
う
寛
大
な
自
治
と
議
会
主
権
の
共
存
と
い
う
「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
権
限
移
譲
」
状
態
が
浸
透
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
地
域
議
会
に
よ
る
法
的
同
意
な
し
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
法
・
離
脱
協
定
法
制
定
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
極
端
に
言
え

ば
「
権
限
移
譲
を
忘
れ
ろ
」（forget devolution

）
と
も
理
解
さ
れ
か
ね
な
い
事
態
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
に
反
発
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政

権
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
と
い
う
主
張
を
強
め
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
将
来
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
手
中
に
お
さ
め
る
」
こ
と
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明
記
し
、
二
〇
一
九
年

一
二
月
総
選
挙
に
臨
ん
）
50
（
だ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
選
挙
で
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
二
〇
一
七
年
総
選
挙
か
ら
議
席
を
一
三
増
や
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン



法学政治学論究　第129号（2021.6）

18

ド
全
五
九
議
席
中
四
八
議
席
を
獲
得
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
首
席
大
臣
ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
宛
て
た
書
簡
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
な
る
こ
と
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て

の
最
善
の
選
択
で
あ
る
と
述
べ
て
い
）
51
（
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
五
月
頃
か
ら
、
世
論
調
査
で
軒
並
み
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
支
持
が
反

対
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
節
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
再
実
施
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
国
制
事
項
が
留
保
権
限
で
あ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
独
立
住
民
投
票
実
施
の
権
限
が
移
譲

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独

立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
の
場
合
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
中
央
政
府
と
の
間
で
「
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
合

意
」
が
結
ば
れ
、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
セ
ク
シ
ョ
ン
三
〇
規
定
の
枢
密
院
勅
令
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
独
立
住

民
投
票
実
施
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
で
実
現
に
至
っ
た
。

　

ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
こ
の
独
立
住
民
投
票
実
施
手
続
き
を
「
黄
金
律
」（gold standard

）
だ
と
認
識
し
て
い
る
と
い
）
52
（

う
。
つ

ま
り
、
独
立
住
民
実
施
と
い
う
国
制
事
項
は
留
保
権
限
で
あ
る
た
め
、
前
回
の
独
立
住
民
投
票
時
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
合
意
締
結
の
よ
う
に

中
央
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
合
意
に
も
と
づ
く
取
り
決
め
に
拠
ら
な
い
住
民
投
票
の
実
施
は
正
統
性
を
欠
く
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
政
府
は
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
一
二
月
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
も
、
独
立
住
民
投
票
実
施

は
法
的
根
拠
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（beyond legal challenge

）
と
記
さ
れ
て
い
）
53
（

る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
独
立
住
民
投
票
実
施
権
限
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
移
行
を
求
め
る
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
の

書
簡
に
対
し
、
独
立
住
民
投
票
実
施
の
権
限
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
移
行
す
る
要
求
を
受
け
入
れ
る
意
図
は
な
い
旨
を
明
記
し
た
書
簡
を

二
〇
二
〇
年
一
月
一
四
日
に
送
り
返
し
て
い
）
54
（

る
。

　

続
い
て
、
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
結
果
分
析
に
つ
い
て
述
べ
る
。
表
１
は
二
〇
一
五
年
、
一
七
年
、
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一
九
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
結
果
の
変
遷
を
示
し

て
い
る
。二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
五
九
議
席

中
五
六
議
席
を
獲
得
す
る
と
い
う
「
乗
っ
取
）
55
（

り
」
が
起
こ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
離
脱
国

民
投
票
の
翌
年
に
実
施
さ
れ
た
二
〇
一
七
年
の
総
選
挙
で
は
、
長
年
低
迷
し
て

い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
支
持
が
高
ま
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
二
一
議
席
減
ら

し
た
。
こ
の
変
化
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
賛
成
／
反
対
に
加
え
て
、
Ｅ
Ｕ

残
留
／
離
脱
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
バ
イ
ナ
リ
ー
な
争
点
が
加
わ
っ
た
こ
と
に

起
因
す
る
。
表
２
の
数
値
が
示
す
よ
う
に
、
二
〇
一
七
年
選
挙
時
に
は
独
立
支

持
／
Ｅ
Ｕ
残
留
と
も
に
支
持
す
る
有
権
者
は
三
割
に
満
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
一
二
月
の
総
選
挙
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
の
支
持
が
回
復
し
、
同
党

は
四
八
議
席
獲
得
し
、
保
守
党
は
前
回
か
ら
七
議
席
減
ら
し
六
議
席
の
獲
得
に

終
わ
り
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は

支
配
政
党
で
あ
っ
た
労
働
党
は
一
九
一
〇
年
以
来
最
低
の
支
持
率
を
記
録
し
た
。

　

い
く
つ
か
の
分
析
に
依
拠
す
る
）
56
（

と
、
ま
ず
労
働
党
の
支
持
が
低
下
し
て
い
る

要
因
は
、
労
働
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
と
Ｅ
Ｕ
残
留
／
離
脱
ど
ち
ら
に
対

し
て
も
曖
昧
な
立
場
を
と
っ
た
こ
）
57
（
と
、
表
３
か
ら
分
か
る
よ
う
に
党
の
「
公

式
」
の
立
場
で
あ
ろ
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
反
対
／
Ｅ
Ｕ
残
留
と
同
様
の
立

場
を
採
る
有
権
者
か
ら
の
投
票
を
他
党
と
分
け
合
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
労

働
党
支
持
者
に
一
定
数
存
在
す
る
独
立
支
持
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
と
投
票
先
を
変
更

表１　2015・2017・2019 年総選挙におけるスコットランド政党の得票率・議席獲得数

2015 2017 2019

得票率
（変化）

議席数
（変化）

得票率
（変化）

議席数
（変化）

得票率
（変化）

議席数
（変化）

スコットランド保守 14.9
（－1.8） 1（－） 28.6

（＋13.7）
13

（＋12）
25.1

（－3.5）
6

（－7）

スコットランド労働 24.3
（－17.7）

 1
（－40）

27.1
（＋2.8）

 7
（＋6）

18.6
（－8.5）

1
（－6）

スコットランド自民  7.5
（－11.3）

 1
（－10）

 6.8
（－0.7）

 4
（＋3）

 9.5
（＋2.8） 4（－）

SNP 50.0
（＋30.1）

56
（＋50）

36.9
（－13.1）

35
（－21）

45.0
（＋8.1）

48
（＋13）

出典： Mitchell, James and Ailsa Henderson, “Tribes and Turbulence: The 2019 UK General 
Election in Scotland”, Parliamentary Affairs, 73 （Sup_1）, p. 144, Table 8.1.



法学政治学論究　第129号（2021.6）

20

さ
せ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

　

次
に
、
二
〇
一
九
年
に
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
得
票
が
回
復
し
た
一

つ
の
要
因
は
以
下
に
求
め
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ら
に
よ

れ
ば
、
二
〇
一
七
年
時
か
ら
二
〇
一
九
年
の
総
選
挙
ま
で

の
あ
い
だ
に
、
有
権
者
は
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
関
す
る
自
身

の
立
場
を
党
の
立
場
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
）
58
（
る
。

つ
ま
り
、
政
党
は
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
対
す
る
立
場
と
い
う

よ
り
も
独
立
に
対
す
る
立
場
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ソ
ボ
レ
ウ
ス
カ
ら
に

よ
れ
ば
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
九
年
の
あ
い
だ
に
、

独
立
賛
成
・
Ｅ
Ｕ
残
留
を
支
持
す
る
有
権
者
の
割
合
は
三

二
％
か
ら
四
二
％
に
増
え
、
そ
の
増
加
率
は
独
立
反
対
・

Ｅ
Ｕ
離
脱
支
持
者
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
）
59
（

い
。

　

次
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
関
す
る
世
論
調
査
に

つ
い
て
述
べ
る
。
二
〇
二
〇
年
五
月
ご
ろ
か
ら
世
論
調
査

で
は
継
続
し
て
独
立
支
持
率
が
反
対
率
を
上
回
っ
て
い
）
60
（

る
。

選
挙
学
研
究
者
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
テ
ィ
ス
の
分
析
に
依
拠

す
れ
ば
、
世
論
調
査
で
の
独
立
支
持
率
上
昇
の
要
因
は
人

口
統
計
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

表２　EU 残留／離脱とスコットランド独立賛成／反対への支持率

独立支持 独立反対 全体

EU 残留 27 34 61

EU 離脱 17 21 37

全体 44 55

出典： Keating, Michael, 2018, “Brexit and Nations”, Political Quarterly, 90（s2）, p. 170, Table 2.

表３　スコットランド独立賛成／反対・EU 残留／離脱選好と 2019 年総選挙支持政党

賛成・残留 賛成・離脱 反対・残留 反対・離脱

保守党   1  27  23  67

労働党   9  16  29  14

自民党   2   3  20   7

SNP  88  50  25   9

他   1   3   1   3

N 550 250 636 362

出典： Mitchell, James and Ailsa Henderson, 2020, “Tribes and Turbulence: The 2019 UK General 
Election in Scotland”, Parliamentary Affairs, 73（Sup_1）, p. 152, Table 8.4.
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ル
ス
対
策
に
求
め
ら
れ
）
61
（
る
。

　

ま
ず
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
関
し
て
、
二
〇
一
四
年
時
に
は
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
独
立
賛
成
支
持
率
は
低
か
っ
た
が
、
そ
の
傾
向
が

最
近
の
世
論
調
査
結
果
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
時
に
確
認
さ
れ
た
年
齢
が
低
い
ほ
ど
独
立
を
支

持
す
る
傾
向
は
、
近
年
の
世
論
調
査
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
有
権
者
が
若
年
時
の
独
立
に
関
す
る
選
好
を
変
化
さ
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

独
立
支
持
が
年
々
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
。

　

次
に
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
の
関
係
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
反
対
票
を
投
じ
た
有
権
者
の
間
で
も
「
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
は
Ｅ
Ｕ
残
留
を
選
択
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
る
の
で
あ
れ
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
議
論
は
説
得
的
で
あ
る
と
す
る
者
が
三
割
弱
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
正
当
化
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
へ
の
感
染
対
策
評
価

が
中
央
政
府
と
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
そ
れ
よ
り
評
価
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
し
て
い
た
場
合
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ
り
良
く
対
処
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
設
問
へ
の
賛
成
率
は
反
対
率
よ
り
高
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
ま
で
、
独
立
住
民
投
票
実
施
含
め
国
制
事
項
が
留
保
権
限
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
近
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
総
選
挙

結
果
と
世
論
調
査
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
世
論
調
査
で
は
独
立
支
持
率
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
国
制
的
な
制
約
と
そ
の
制
約
に

対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
認
識
を
考
慮
す
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
住
民
投
票
再
実
施
に
関
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず
二
〇
二
一

年
五
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
の
結
果
を
待
つ
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
と
公
法
の
研
究
者
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
ア
イ
リ
ー
ン
・
マ
ク
ハ
ー
グ
は
、
二
〇
一

七
年
の
論
文
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
世
論
が
圧
倒
的
に
再
度
の
独
立
住
民
投
票
実
施
を
の
ぞ
ん
だ
場
合
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
そ
れ
を

阻
止
す
る
の
は
難
し
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
）
62
（
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
近
年
の
選
挙
結
果
は
波
乱
万
丈
（turbulent

）
で
あ
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り
予
測
は
困
難
で
あ
る
）
63
（
が
、
次
回
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
）
64
（
挙
で
Ｓ
Ｎ
Ｐ
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
緑
の
党
と
い
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立

を
主
張
す
る
政
党
が
多
数
の
議
席
を
獲
得
し
た
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
は
再
度
中
央
政
府
に
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
セ
ク

シ
ョ
ン
三
〇
規
定
の
枢
密
院
勅
令
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
独
立
住
民
投
票
実
施
権
限
を
移
譲
す
る
こ
と
を
求
め
る
だ
ろ
）
65
（
う
。

そ
の
際
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
い
か
な
る
対
応
を
と
る
だ
ろ
う
か
。
保
守
党
政
権
が
独
立
住
民
投
票
再
実
施
を
拒
み
続
け
る
こ
と
で
、
独

立
住
民
投
票
再
実
施
を
支
持
す
る
声
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
）
66
（

る
。

　

仮
に
二
〇
一
四
年
の
独
立
住
民
投
票
時
の
よ
う
に
住
民
投
票
実
施
の
権
限
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
移
譲
し
た
場
合
で
も
、
Ｉ
ｆ
Ｇ
に
よ

る
見
解
の
よ
う
に
、
超
多
数
（super m

ajority

）
条
項
や
一
九
七
九
年
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
置
を
問
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
時
の

よ
う
に
有
権
者
の
四
〇
％
以
上
の
賛
成
率
を
必
要
と
す
る
と
い
っ
た
何
ら
か
の
条
件
が
設
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
）
67
（
い
。

五　

結　

び

　

一
九
九
九
年
の
権
限
移
譲
か
ら
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
移
譲
権
限
は
拡
張
・
深
化
し
、
寛
大
な
自
治
の
許
容
と

議
会
主
権
の
共
存
と
い
う
「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
権
限
移
譲
」
状
態
が
生
じ
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
、
そ
れ
ら
の
共
存
が

実
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
と
い
う
条
件
下
で
の
み
成
り
立
つ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
よ
る

法
的
同
意
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
法
制
定
を
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
「
権
限
掌
握
」
と
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
批
判
し
、

再
度
の
独
立
住
民
投
票
実
施
の
主
張
を
強
め
て
い
る
。

　

ア
ナ
ン
ダ
・
メ
ノ
ン
が
述
べ
る
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
し
た
が
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
・
経
済
・
社
会
シ

ス
テ
ム
に
今
後
も
つ
き
ま
と
）
68
（

う
。
コ
リ
ン
・
ヘ
イ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
現
在
進
行
形
の
偶
有
性
を
も
つ
政
治
的
な
出
来
事
の
予
測
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
が
い
ま
だ
「
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
過
程
」（Br-exiting tim

es

）
の
渦
中
に
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
帰
結
を
予
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想
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
「
主
権
を
取
り
戻
す
」
こ
と
が
イ
ギ
リ
ス
の
解
体
を
引
き
起
こ
す
の
か

ど
う
か
「
今
は
わ
か
ら
な
い
」（Tim

e w
ill t

）
69
（ell.

）。

　

二
〇
二
〇
年
一
月
三
〇
日
、「
や
っ
か
い
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
惜
し
ん
で
、
Ｅ

Ｕ
議
会
議
員
が
日
本
で
は
「
蛍
の
光
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
民
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
作
詞
のAuld Lang 

Syne

を
涙
な
が
ら
に
歌
っ
た
。
そ
れ
は
惜
別
で
は
な
く
再
会
の
詩
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
存
在
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
）
70
（
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
Ｅ
Ｕ
に
再
加
盟
す
る
可
能
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
以

前
に
イ
ギ
リ
ス
の
国
制
に
大
き
な
変
容
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
1
）  

グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
の
通
称
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
。

（
2
）  

二
〇
二
〇
年
六
月
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
国
民
投
票
か
ら
二
〇
二
〇
年
一
月
末
ま
で
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
・
分
析
に
つ
い

て
は
以
下
を
参
照
。
鶴
岡
路
人
、
二
〇
二
〇
、『
Ｅ
Ｕ
離
脱

―
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
殻
変
動
』
筑
摩
書
房
。
移
行
期
間
の
イ
ギ
リ
ス

と
Ｅ
Ｕ
の
交
渉
過
程
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。Fabbriani Federico, 2021, From

 the W
ithdrawal A

greem
ent to the Trade &

 Cooperation 
A
greem

ent: Reshaping EU
-U

K Relations, Brexit Institute W
orking Paper no. 10.

（
3
）  

Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
党
の
立
場
と
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
の
独
立
」
を
公
式
に
表
明
し
た
の
は
、
一
九
八
八
年
イ
ン
ヴ
ァ
ネ
ス
で
の
党
大
会
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
離
脱
国
民
投
票
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
立
場
』（Scotland

’s Place in  
Europe

）
と
題
さ
れ
た
文
書
を
発
表
し
、
Ｅ
Ｕ
に
関
す
る
自
身
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。Scottish G

overnm
ent, 2016, Scotland

’s 
Place in Europe, Edinburgh: the Scottish G

overnm
ent. 

を
参
照
。
二
〇
一
八
、
二
〇
一
九
年
に
は
改
訂
版
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）  

イ
ギ
リ
ス
に
は
成
典
憲
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
らconstitution
の
訳
に
は
国
制
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
稿
も
そ
れ
に
倣
う
。

（
5
）  M

cEw
en, N

icola, 2020, 

“Negotiating Brexit: Pow
er D

ynam
ics in British Intergovernm

ental Relations

”, Regional Studies, 
https://doi.org/10.1080/00343404.2020.1735000, p. 2.

（
6
）  

一
九
九
八
・
二
〇
一
二
・
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
移
譲
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
松
井
幸
夫
、
二

〇
一
八
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
と
そ
の
法
制
度
的
展
開
」
倉
持
孝
司
編
『「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
問
題
」
の
考
察

―
憲
法
と
政
治
か
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ら
』
法
律
文
化
社
、
六
三
―
八
三
頁
。

（
7
）  M

cEw
en, N

icola, 2020, 

“Devolution and Alignm
ent w

ith EU
 Law

s

”, in Kirsty H
ughes （ed.

）, A
n Independent Scotland in the 

EU
: Issues for A

ccession, Edinburgh: Scottish Centre on European Relations, pp. 13 -16.
（
8
）  
こ
の
点
は
以
下
を
参
照
。G

alligan, Brian and Scott Breton, 2015, 

“Constitutional Convention

”, in G
alligan, Brian and Scott 

Brenton 

（eds.

）, Constitutional Conventions in W
estm

inster System
s: Controversies, Changes and Challenges, Cam

bridge:  
Cam

bridge U
niversity Press, p. 9. 

ギ
ャ
リ
ガ
ン
と
ス
コ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
存
立
条
件
は
㈠
主
要
な
政
治
的
ア
ク
タ
ー

に
よ
っ
て
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
㈡
そ
う
し
た
政
治
的
ア
ク
タ
ー
が
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
拘
束
力 

（binding

）

を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
と
い
う
二
重
の
要
件
に
あ
る
。Ibid., p. 18.

（
9
）  H

L D
eb 21 Jul 1998 vol 592, col 791.

（
10
）  

覚
書
は
以
下
（https://assets.publishing.service.gov.uk/governm

ent/uploads/system
/uploads/attachm

ent_data/file/316157/M
oU

_
betw

een_the_U
K_and_the_D

evolved_Adm
inistrations.pdf 

二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
11
）  

法
的
合
意
覚
書
と
法
的
合
意
動
議
に
関
し
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
議
事
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
（https://w

w
w.parliam

ent.
scot/parliam

entarybusiness/26512.aspx 

二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
12
）  Paun, Akash et al., 2020, 

“Sew
el Convention

”, Institution for Governm
ent, 8 Decem

ber, 2020 （https://w
w
w.instituteforgovernm

ent. 
org.uk/explainers/sew

el-convention 
二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
最
終
閲
覧
）.

（
13
）  Paun, Akash and Kelly Shuttle w

orth, 2020, Legislating by Consent: H
ow to Revive the Sewel Convention, London: Institution 

for G
overnm

ent, pp. 16 -19. 

四
事
例
の
他
に
、
二
〇
二
〇
年
国
内
市
場
法
（U

nited Kingdom
 Internal M

arket Act 2020

）
や
Ｅ
Ｕ
と
の

将
来
の
関
係
に
関
す
る
法
（European U

nion （Future Relations

） Act 2020

）
で
も
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
制
約
は
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
法
に
関
し
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（
14
）  

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
司
法
長
官
の
意
見
書
は
以
下
（https://w

w
w.w

ebarchive.org.uk/w
ayback/archive/3000/https://w

w
w.gov.scot/

Resource/0051/00510602.pdf 

二
〇
二
一
年
二
月
七
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
15
）  

﹇2017

﹈ UKSC 5 para 148 -149.

（
16
）  M

cH
arg, Aileen and Jam

es M
itchell, 2017, 

“Brexit and Scotland
”, The British Journal of Politics and International Relations, 

19

（3

）, p. 524.
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（
17
）  

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
法
的
合
意
覚
書
は
以
下
（http://w

w
w.parliam

ent.scot/S5Cham
berO

ffice/SPLCM
-S05-10-2017.pdf 

二
〇
二
一
年
一
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
18
）  

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
法
的
合
意
を
与
え
な
い
こ
と
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
述
べ
た
法
的
合
意
覚
書
に

つ
い
て
は
以
下
（https://w

w
w.parliam

ent.scot/S5Cham
berO

ffice/LCM
-S5-10a.pdf 

二
〇
二
一
年
一
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
19
）  H

C D
eb 18 June 2018 vol 643, col 115.

（
20
）  H

C D
eb 14 June 2018 vol 642, col 1126.

（
21
）  

﹇2018
﹈ U

KSC 64. 

判
決
文
は
以
下
（https://w

w
w.suprem

ecourt.uk/cases/docs/uksc-2018-0080-judgm
ent.pdf 

二
〇
二
一
年
二
月

七
日
最
終
閲
覧
）
で
閲
覧
可
能
。
判
決
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
は
以
下
を
参
照
。 Boffey, Em

m
a, 2019, 

“Case Com
m
ent: The U

K W
ithdraw

al 
from

 the European U
nion （Legal Continuity

） （Scotland

） Bill ‒ A Reference by the Attorney General and the Advocate General 
for Scotland 

﹇2018
﹈ UKSC 64

”, U
KSC Blog, January 11, 2019. 

（http://ukscblog.com
/case-com

m
ent-the-uk-w

ithdraw
al-from

-
the-european-union-legal-continuity-scotland-bill-a-reference-by-the-attorney-general-and-the-advocate-general-for-scotland-
2018-uksc-64/ 

二
〇
二
〇
年
一
一
月
六
日
最
終
閲
覧
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
二
〇
二
〇
年
六
月
一
八
日
に
も
二
〇
二
〇
年
一
二
月
三
一
日

以
降
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
と
Ｅ
Ｕ
法
の
平
仄
を
あ
わ
せ
る
（align w

ith

）
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｅ
Ｕ
継
続
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
案
（the U

K 
W

ithdraw
al from

 the European U
nion （Continuity

） （Scotland

） Bill ﹇2020

﹈）
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
提
出
し
て
い
る
。

（
22
）  

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
法
的
合
意
を
与
え
な
い
こ
と
を
推
奨
す
る
理
由
を
述
べ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
法
的
同
意
覚
書
に
つ
い
て

以
下
（https://w

w
w.parliam

ent.scot/S5_Bills/SPLCM
-S05-29.pdf 

二
〇
二
一
年
一
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
23
）  H

C D
eb 23 Jan 2020 vol 670 col 17W

S.

（
24
）  M

cEw
en, supra note 5, p. 2.

（
25
）  Cabinet O

ffice, 2012, D
evolution: M

em
orandum

 of U
nderstanding and Supplem

entary A
greem

ents, London: Cabinet O
ffice, 

p. 12

（https://assets.publishing.service.gov.uk/governm
ent/uploads/system

/uploads/attachm
ent_data/file/316157/M

oU
_ 

betw
een_the_U

K_and_the_D
evolved_Adm

inistrations.pdf 
二
〇
二
一
年
二
月
一
日
最
終
閲
覧
）.

（
26
）  M

cEw
en, N

icola et al., 2020, 

“Intergovernm
ental Relations in the U

K: Tim
e for a Radical O

verhaul

”, Political Q
uarterly, 91

（3

）: pp. 632 -640. 

以
下
も
参
照
。Paun, Akash et al., 2020, 

“Devolution: Joint M
inisterial Com

m
ittee

”, Institution for G
overnm

ent, 
1 July, 2020 

（https://w
w
w.instituteforgovernm

ent.org.uk/explainers/devolution-joint-m
inisterial-com

m
ittee 

二
〇
二
一
年
一
月
三
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一
日
最
終
閲
覧
）.

（
27
）  M

cEw
en, supra note 5, pp. 7 -9.

（
28
）  

イ
ギ
リ
ス
の
合
同
閣
僚
委
員
会
と
他
の
連
邦
制
・
準
連
邦
制
国
家
の
そ
れ
と
の
比
較
は
以
下
を
参
照
。M

cEw
en et al., supra note 26.

（
29
）  M

cEw
en, supra note 5, p. 3.

（
30
）  
共
同
声
明
に
つ
い
て
は
以
下
（https://gov.w

ales/joint-statem
ent-first-m

inisters-w
ales-and-scotland-reaction-eu-w

ithdraw
al-bill 

二
〇
二
一
年
二
月
七
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
31
）  

ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
な
く
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法
案
に
法
的
合
意
を
与

え
な
い
こ
と
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
求
め
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
み
が
Ｅ
Ｕ
単
一
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
継
続
で

き
る
と
い
う
地
域
間
の
不
均
衡
な
取
り
決
め
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
離
脱
協
定
法
案
に
対
す
る
法
的
合
意
覚

書
（https://w

w
w.parliam

ent.scot/S5_Bills/SPLCM
-S05-29.pdf 

二
〇
二
一
年
一
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
32
）  M

cEw
en, supra note 5, pp. 6 -7.

（
33
）  

例
え
ば
以
下
を
参
照
。Scottish G

overnm
ent, 2019, Scotland

’s Right to Choose: Putting Scotland

’s Future in Scotland

’s H
ands, 

Edinburgh: the Scottish G
overnm

ent. 

三
つ
の
権
力
の
弱
さ
と
独
立
と
い
う
主
張
へ
の
傾
斜
と
い
う
点
に
つ
い
て
以
下
の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・

テ
ィ
ア
ニ
ー
に
よ
る
論
考
に
関
連
付
け
て
述
べ
る
と
、
法
的
権
限
（com

petence

）
と
政
治
的
権
能
（capacity

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
主
権
の
う

ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
的
権
限
に
制
約
が
あ
る
た
め
、
国
民
主
権
と
い
う
議
会
主
権
に
対
置
さ
れ
る
対
抗
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
独
立

を
正
当
化
す
る
と
い
う
政
治
的
権
能
の
行
使
に
比
重
を
置
く
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。Tierney, Stephen, 2005, 

“Refram
ing Sovereignty? 

Sub-State N
ational Societies and Contem

porary Challenges to the N
ation-State

”, The International and Com
parative Q

uarterly, 
54

（1

）, pp. 161 -183.

（
34
）  

例
え
ば
、
以
下
の
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
（https://w

w
w.new

statesm
an.com

/politics/staggers/2017/03/nicola-sturgeons-
speech-scottish-independence-full-text 

二
〇
二
一
年
二
月
七
日
最
終
閲
覧
）
や
、
二
〇
一
八
年
七
月
四
日
の
下
院
に
お
け
る
「
権
利
の
要

求
」
動
議
の
議
事
録
（H

C D
eb 4 July 2018 vol. 644

）
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
議
員
の
発
言
を
参
照
。

（
35
）  A

scherson, N
eal, 2020, 

“Bye Bye Britain

”, London Review of Books, 42

（18

） （https://w
w
w.lrb.co.uk/the-paper/v42/n18/ 

neal-ascherson/bye-bye-britain 

二
〇
二
一
年
一
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）. 
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
は
、「
四
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン

―
相
互
関

係
」
と
題
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
記
念
講
義
の
な
か
で
、
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
脅
威
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
で
は
な
く
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
無
神
経
さ
（insensitivity

）、
あ
る
い
は
逆
撫
で
（provocation

）
か
ら
生
じ
る
と
い
う
ア
シ
ャ
ー
ソ
ン
の
見
解
に
言
及
し
て

い
る
。
講
義
録
は
以
下
（https://w

w
w.ed.ac.uk/files/atom

s/files/bernardcricklecture.pdf 

二
〇
二
一
年
二
月
七
日
最
終
閲
覧
）
で
閲
覧

で
き
る
。

（
36
）  W

incott, D
aniel, 2020,

“Scotland and W
ales are being treated as bystanders in a Brexit that doesn

’t w
ork for them

”, The 
Conversation, Septem
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（https://theconversation.com
/scotland-and-w

ales-are-being-treated-as-bystanders-in-a-
brexit-that-doesnt-w

ork-for-them
-146771 

二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
最
終
閲
覧
）. 

他
に
も
著
名
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
研
究
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あ
る

マ
イ
ケ
ル
・
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
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下
の
論
考
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参
照
。Keating, M

ichael, 2019, 

“Brexit and N
ations

”, Political Q
uarterly, 90

（S2

）, 
pp. 167 -176.
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37
）  Gam

ble, Andrew, 2016, 
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‘New
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’ and the O
rigins of Anglo-Britishness
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）, p. 366.

（
38
）  Kenny, M

ichael and Jack Sheldon, 2020, 
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om
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（
39
）  

ケ
ニ
ー
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は
こ
う
し
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ユ
ニ
オ
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ズ
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と
呼
ん
で
い
る
。

（
40
）  Sanford, M

ark and Cathy Gorm
ley-H

eenan, 2020, 
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’, the U
K
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arrative and Schrodinger
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D
evolution

”, Parliam
entary A

ffairs, 73
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）, pp. 108 -126.

（
41
）  Bogdanor, Vernon, 2001, D

evolution in the U
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, O
xford: O

xford U
niversity Press, p. 298.

（
42
）  Ibid., p. 290.

（
43
）  Elazar, D

avid, 1987, Exploring Federalism
, Tuscaloosa: U

niversity of Alabam
a Press, p. 5.

（
44
）  Sanford and G

orm
ley-H

eenan, supra note 40, p. 109.
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）  Tierney, Stephen, 2009, 

“Federalism
 in a U
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artin, 2018, The British Constitution: Thoughts on the Cause of the Present D
iscontents, LSE Law, Society and 
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y W
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（
47
）  M

itchell, Jam
es, 2020, 

“Em
ergency 

‘Constitutional Plum
bing

’ has Reached Its Lim
its Coping w

ith D
evolution. It

’s Tim
e for 

a N
ew

 Institutional Architecture

”, LSE British Politics and Policy, 11 N
ovem

ber, 2020

（https://blogs.lse.ac.uk/politicsandpolicy/ 
devolution-architecture-scotland/ 

二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日
最
終
閲
覧
）.

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
の
改
修
工
事
に
関
す
る
情
報
に
関
し

て
は
以
下
（https://w

w
w.restorationandrenew

al.uk/

）
を
参
照
。

（
48
）  Sanford and G

orm
ley-H

eenan, supra note 40, p. 123.

（
49
）  
二
〇
一
六
年
の
報
告
書
で
、
国
制
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（select com

m
ittee on the constitution

）
は
連
邦
主
義
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
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域
的
国
制
の
緊
張
に
対
す
る
解
決
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。Select Com

m
ittee on the Constitution, 2016, The 

U
nion and D

evolution, 10
th Report of Session 2015 -16, H

L Paper 149, London: H
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